
言
葉
は
『
西
宗
要
』「
第
十
一
　
三
心
具
足
文
事
」（『
浄
全
』
十
、
一
六
○
頁
下
）
に
出
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

な
ぜ
衆
生
が
三
心
を
具
さ
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
を
説
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
理
由
は
、
仏
が
至
誠
心
を
も
っ
て
一
切
の
衆
生
を
決
定
往
生
さ
せ
よ
う
と
本
願
を
起
こ
し
た
の
で
あ

り
、
仏
が
深
心
を
も
っ
て
決
定
往
生
さ
せ
よ
う
と
願
っ
た
念
仏
で
あ
り
、
疑
心
を
持
っ
た
念
仏
に
は
往
生
の

願
と
相
応
し
な
い
か
ら
往
生
を
許
さ
な
い
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
仏
は
三
心
を
も
っ
て
決
定
往
生
の
念
仏
の

本
願
を
立
て
た
の
で
あ
り
、
念
仏
の
行
者
が
三
心
を
具
さ
な
い
と
い
う
の
は
能
化
（
仏
）
の
三
心
と
所
化

（
念
仏
行
者
）
の
三
心
が
相
応
し
な
い
の
で
往
生
は
で
き
な
い
と
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
七
項
　
ま
と
め

聖
光
の
三
心
論
を
理
解
す
る
た
め
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
「
自
然
に
具
す
る
三
心
」「
一
向
専
修
」「
横
の

三
心
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
思
想
か
ら
見
ら
れ
る
も
の
は
、
無
智
な
人
が
い
か
に
救
わ
れ
る
か
と
い
う
こ

と
で
あ
り
、
そ
れ
は
横
の
三
心
に
よ
っ
て
自
然
に
容
易
に
三
心
が
具
わ
る
一
向
専
修
の
身
に
な
る
こ
と
が
一

番
の
近
道
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
こ
に
は
常
に
散
心
の
ま
ま
で
の
往
生
が
強
調
さ
れ
、
往
生
行
と
し
て
の
念
仏
が
正
し
く
本
願
に
相
応
す

る
た
め
の
三
心
の
在
り
方
が
力
説
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
聖
光
は
行
と
三
心
に
つ
い
て
『
西
宗
要
』
の
「
第
九
　
安
心
起
行
事
」（『
浄
全
』
十
、
一
五
六
頁
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下
）
に
五
種
の
正
行
に
皆
一
心
あ
り
と
言
い
、「
第
十
一
　
三
心
具
足
文
事
」（『
浄
全
』
十
、
一
六
一
頁
上
）

に
は
五
種
正
行
と
言
う
と
き
は
五
種
の
行
に
そ
れ
ぞ
れ
三
心
が
あ
り
、
助
正
二
業
に
分
け
る
と
き
は
念
仏
の

三
心
を
も
っ
て
助
業
の
三
心
と
せ
よ
と
言
う
な
ど
、
常
に
安
心
起
行
の
相
対
と
と
も
に
一
向
専
修
と
三
心
を

相
対
さ
せ
て
い
る
。

究
極
的
に
は
、『
西
宗
要
』「
第
三
　
一
向
専
修
事
」（『
浄
全
』
十
、
一
四
一
頁
下
）
に
あ
る
よ
う
に
善
導

の
意
は
一
向
専
修
に
衆
生
を
帰
せ
し
め
る
た
め
に
時
に
正
助
二
行
と
二
つ
に
分
け
、
時
に
三
心
を
立
て
た
と

言
う
。
ま
た
『
授
手
印
』（『
昭
和
新
訂
三
巻
書
並

授
菩
薩
戒
儀
』
三
八
頁
）
に
あ
る
よ
う
に
三
心
も
四
修
も
皆

こ
と
ご
と
く
念
仏
に
帰
す
と
言
い
、
法
然
上
人
と
の
問
答
に
「
三
心
具
す
る
に
も
南
無
阿
弥
陀
仏
」『
法
全
』

七
三
七
頁
）
と
言
う
。
こ
こ
に
は
、
念
仏
を
一
つ
の
行
と
い
う
見
方
を
超
え
て
、
本
願
の
念
仏
と
し
て
の
信

が
大
き
く
強
調
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
、
行
を
信
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
人
間
の
本
来
の
姿
、
凡
夫

性
や
散
心
を
解
決
し
よ
う
と
し
た
法
然
の
言
う
選
擇
と
い
う
思
想
が
良
く
現
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

●
第
三
節
　
隆
寛
の
安
心
論

第
一
項
　
安
心
と
三
心

隆
寛
は
そ
の
著
作
を
通
し
て
、
安
心
起
行
作
業
と
い
う
往
生
浄
土
の
要
件
に
つ
い
て
明
確
に
そ
の
言
葉
を




